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最終頁に続く

(54)【発明の名称】 モバイル超音波診断機器およびドッキングスタンド

(57)【要約】
トランスジューサアレイ（12）を駆動し且つ反射超音
波を処理するための電子部品を有する自己給電型超音波
コンソール（10）と、処理された超音波のための視覚
ディスプレーとを含むモバイル超音波診断機器が開示さ
れる。該機器のコンソールを摺動により収容するための
スリーブ（16）を含む、コンソールのためのドッキン
グスタンド（18）が設けられ、該スリーブはコンソー
ルの視覚ディスプレーおよび手動コントロールを露出す
るように構成される。垂直支持体（18）はベース（2
0）の上の高所にスリーブを位置決めし、好ましくは、
該ベースはドッキングスタンドおよび診断機器を移動さ
せるための車輪（22）を含む。このスリーブは、好ま
しくは、コンソール（38）のコネクタと嵌合して補助
ディスプレーのためのビデオ信号を受信するための信号
コネクタ（40）を含む。コンソールを動作させ、また
コンソール内の電池を充電するために、コンソールの電
力コネクタ（32）と嵌合する電力コネクタ（34）を
設けることができる。
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【特許請求の範囲】

    【請求項１】  移動式超音波診断機器のためのドッキングスタンドにおいて

：

  ａ）前記機器のコンソールを摺動可能に収容するためのスリーブであって、前

記コンソール上の視覚ディスプレーおよび手動コントロールを露出させるように

構成されたスリーブと；

  ｂ）前記スリーブを一段高い位置に配置するための垂直支持体と；

  ｃ）前記垂直支持体のためのベース

とを具備するドッキングスタンド。

    【請求項２】  請求項１に記載のドッキングスタンドであって、前記スリー

ブは、前記コンソールのコネクタと嵌合して、補助ディスプレーのためのビデオ

信号を受信するための信号コネクタを含むドッキングスタンド。

    【請求項３】  請求項２に記載のドッキングスタンドであって、前記コンソ

ールを動作させ、また前記コンソール内の電池を充電させるために、前記スリー

ブは、前記コンソールの電力コネクタと嵌合するための電力コネクタを含むドッ

キングスタンド。

    【請求項４】  請求項１に記載のドッキングスタンドであって、前記コンソ

ールを動作させ、また前記コンソール内の電池を充電するために、前記スリーブ

は、前記コンソールの電力コネクタと嵌合するための電力コネクタを含むドッキ

ングスタンド。

    【請求項５】  請求項１に記載のドッキングスタンドであって、前記スリー

ブは運動継手によって前記垂直支持体に取り付けられており、それによって前記

スリーブは使用中に回転および／または傾斜することができるドッキングスタン

ド。

    【請求項６】  請求項５に記載のドッキングスタンドであって、前記垂直支

持体は、前記スリーブの高さを変化させるために伸長可能であるドッキングスタ

ンド。

    【請求項７】  請求項５に記載のドッキングスタンドであって、前記垂直支

持体は、前記スリーブに取付けられた前記垂直支持体の第一の部分および前記ベ
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ースに取付けられた前記垂直支持体の第二の部分を結合するための連結器を含ん

でおり、前記第一の部分は前記第二の部分から取外し可能で、且つ第二の垂直支

持体に取り付け可能であるドッキングスタンド。

    【請求項８】  請求項７に記載のドッキングスタンドであって、前記垂直支

持体のためのベースは、前記ドッキングスタンドを移動させるための車輪を含ん

でいるドッキングスタンド。

    【請求項９】  請求項８に記載のドッキングスタンドであって、前記第二の

垂直支持体は固定ベースを含んでいるドッキングスタンド。

    【請求項１０】  請求項５に記載のドッキングスタンドであって、更に、前

記垂直支持体に取付けられると共に、複数の超音波トランスジューサスキャナー

、および該スキャナーと前記コンソールとの接続に使用するためのケーブルを収

容するように構成されたアームを含むドッキングスタンド。

    【請求項１１】  請求項10に記載のドッキングスタンドであって、更に、レ

コーダまたは通信ユニットのような装置を支持するために、前記垂直支持体に取

付けられた棚を含むドッキングスタンド。

    【請求項１２】  請求項１に記載のドッキングスタンドであって、前記コン

ソールがパーソナルコンピュータを含むドッキングスタンド。

    【請求項１３】  請求項１に記載のドッキングスタンドであって、更に、前

記スタンドに装着されたディスプレーを含むドッキングスタンド。

    【請求項１４】  モバイル超音波診断機器であって：

  ａ）トランスジューサアレイを駆動し且つ反射超音波を処理するための電子部

品、および処理された超音波のための視覚ディスプレーを含む超音波コンソール

と；

  ｂ）１）前記機器のコンソールを摺動可能に収容するためのスリーブであって

、前記コンソール上の視覚ディスプレーおよび手動コントロールを露出させるよ

うに構成されたスリーブ；

      ２）前記スリーブを上昇位置に位置決めするための垂直支持体；および

      ３）前記垂直支持体のためのベース

を含むドッキングスタンド
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とを具備するモバイル超音波診断機器。

    【請求項１５】  請求項１４に記載のモバイル超音波診断機器であって、前

記コンソールがパーソナルコンピュータを含む超音波診断機器。

    【請求項１６】  請求項１４に記載のモバイル超音波診断機器であって、前

記スリーブは、前記コンソールのコネクタと嵌合するための信号コネクタを含む

超音波診断機器。

    【請求項１７】  請求項１６に記載のモバイル超音波診断機器であって、前

記コネクタは、シリアルデータおよびイーサーネット／SUBのような信号の入力

および出力、または補助ディスプレー用ビデオ信号を受信するために設けられる

超音波診断機器。

    【請求項１８】  請求項１６に記載のモバイル超音波診断機器であって、前

記コンソールを動作させ、また前記コンソール内の電池を充電させるために、前

記スリーブは、前記コンソールの電力コネクタと嵌合するるための電力コネクタ

を含む超音波診断機器。

    【請求項１９】  請求項１４に記載のモバイル超音波診断機器であって、前

記コンソールを動作させ、また前記コンソール内の電池を充電させるために、前

記スリーブは、前記コンソールの電力コネクタと嵌合するための電力コネクタを

含む超音波診断機器。

    【請求項２０】  請求項１４に記載のモバイル超音波診断機器であって、前

記スリーブは運動継手によって垂直支持体に取り付けられており、それによって

前記スリーブは、使用中に回転および／または傾斜することができる超音波診断

機器。

    【請求項２１】  請求項２０に記載のモバイル超音波診断機器であって、前

記垂直支持体は、前記スリーブの高さを変化させるために伸長可能である超音波

診断機器。

    【請求項２２】  請求項２０に記載のモバイル超音波診断機器であって、前

記垂直支持体は、前記スリーブに取付けられた前記垂直支持体の第一の部分およ

び前記ベースに取付けられた前記垂直支持体の第二の部分を結合するための連結

器を含んでおり、前記第一の部分は前記第二の部分から取外し可能で、且つ第二



(5) 特表２００２－５４２８７０

の垂直支持体に取り付け可能であるドッキングスタンド。

    【請求項２３】  請求項２２に記載のモバイル超音波診断機器であって、前

記垂直支持体のためのベースは、前記ドッキングスタンドを移動させるための車

輪を含んでいる超音波診断機器。

    【請求項２４】  請求項２３に記載のモバイル超音波診断機器であって、前

記第二の垂直支持体は固定ベースを含んでいる超音波診断機器。

    【請求項２５】  請求項２０に記載のモバイル超音波診断機器であって、更

に、前記垂直支持体に取付けられると共に、複数の超音波トランスジューサスキ

ャナー、および該スキャナーと前記コンソールとの接続に使用するためのケーブ

ルを収容するように構成されたアームを含む超音波診断機器。

    【請求項２６】  請求項２５に記載のモバイル超音波診断機器であって、更

に、レコーダまたは通信ユニットのような装置を支持するために、前記垂直支持

体に取付けられた棚を含む超音波診断機器。

    【請求項２７】  請求項１４に記載のモバイル診断機器であって、更に、ト

ランスジューサ走査ヘッド、および該走査ヘッドを前記コンソールに接続するケ

ーブルを含む診断機器。

    【請求項２８】  請求項１４に記載のモバイル診断機器であって、更に、前

記スタンドに装着されたディスプレーを含む超音波診断機器。

    【請求項２９】  請求項１４に記載のモバイル診断機器であって、前記スタ

ンドが更に前記トランスジューサアレイのためのコンソールを含む診断機器。
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【発明の詳細な説明】

      【０００１】

  この出願は、1999年5月4日に出願された仮出願60／132,515の利益を主張する

ものである。

      【０００２】

    【発明の背景】

  本発明は、一般には医学的超音波診断システムに関し、特に、モバイル超音波

診断機器およびドッキングスタンドに関する。

      【０００３】

  現代の超音波診断システムは、大きく且つ複雑な器具である。今日の高級な超

音波システムは、可搬性のためにカートに装着されてはいるが、それでも数百ポ

ンドの重量を有している。過去において、アドバンスト・テクノロジー・ラボラ

トリーズ社が製造したADR 4000のような超音波システムは、略パーソナルコンピ

ュータのサイズのデスクトップユニットよりも小さかった。しかし、このような

機器は、カラードップラー撮像および三次元表示能力のような、今日の高級超音

波システムの先進的な特徴の多くを欠いている。超音波システムは、更に精巧に

なるに伴って更に大きくなる。

      【０００４】

  米国特許第5,722,412号には、高級超音波システムの多くの特徴を示す手持ち

ユニットの超音波診断機器が開示されている。この機器は、単一のユニットとし

て製造することができ、或いは好ましい実施例は、一方のユニットにはトランス

ジューサ、ビーム形成器および画像プロセッサを含み、他方のユニットにはディ

スプレーおよび両ユニットのための電源を含んむ二パーツユニットである。この

ような構成において、トランスジューサ／プロセッサユニットは一方の手で操作

することができ、二つのユニット間のケーブルは、超音波画像を最適に観察する

ために横ユニットを保持または配置しながら、映像をディスプレーユニット上に

示すことを可能にする。また、このケーブルは、ディスプレーユニットからトラ

ンスジューサ／プロセッサユニットのためのエネルギーを与える。

      【０００５】
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  本発明は、'412号特許に開示されているようなモバイル超音波診断機器、並び

に該機器を診断目的で独立に使用し、または更に大きく且つ複雑なシステムと共

に当該機器を使用することを容易にするドッキングスタンドに向けられている。

      【０００６】

    【発明の概要】

  本発明の好ましい態様によれば、当該モバイル超音波診断機器は、自己給電型

超音波コンソールのためのドッキングスタンドを含んでいる。該コンソールは、

トランスジューサアレイを駆動し且つ反射超音波を処理するための電子部品と、

処理された超音波のための視覚ディスプレーを含んでいる。垂直支持体は、該垂

直支持体のベース上の一段高い位置にスリーブを配置する。もう一つの実施例に

おいては、コントロールをスタンドに設けることができ、該コンソールは例えば

パーソナルコンピュータを含むことができる。

      【０００７】

  本発明の特徴に従えば、スリーブは、補助ディスプレーのために、コンソール

のコネクタに嵌合されてビデオ信号を受信するための信号コネクタを含むことが

できる。該スリーブは更に、コンソールを動作させ、且つコンソール内の電池を

充電するために、コンソールの電源コネクタに嵌合される電源コネクタを含むこ

とができる。該コネクタは、シリアルデータ（例えばイーサネット(登録商標)／

USB）のような入力／出力信号を与えることができる。

      【０００８】

  好ましい態様に従えば、当該スリーブは自在運動継手によって垂直支持体に取

付けられ、それによって、該スリーブは使用中に回転および傾斜することができ

、または制限された傾斜または回転のみを与えることができる。垂直支持体はス

リーブの高さを変化させるために伸長可能であり、また垂直支持体はその第一の

部分をスリーブに結合し、その第二の部分をベースに結合するための連結器を含

んでおり、該第一の部分は該第二の部分から移動可能で、且つ、例えばデスクで

の使用のために第二の垂直支持体に取り付けることが可能である。

      【０００９】

  ドッキングスタンドの他の特徴に従えば、前記垂直支持体にアームを取付ける
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ことができ、該アームは、複数の超音波トランスジューサおよびスキャナー並び

にびコンソールの接続に使用するためのケーブルを収容するように構成される。

例えばレコーダを支持するために、前記垂直支持体には棚を取付けることができ

、また前記スリーブは、トランスジューサアレイとヒト患者との接続に使用する

ゲルを収容するための凹部を含むことができる。

      【００１０】

  本発明、並びにその目的および特徴は、添付の図面を考慮して、以下の詳細な

説明および特許請求の範囲の記載を参照することによって更に明かになるであろ

う。

      【００１１】

    【実施例の詳細な説明】

  図１は、本発明の一実施例によるモバイル超音波診断機器およびドッキングス

タンドの斜視図である。この診断機器はコンソール10と、ケーブル14を介してコ

ンソール10に接続されるトランスジューサ走査ヘッド12とを含んでいる。この機

器は、米国特許第5,772,416号に開示されたタイプのものである。

      【００１２】

  コンソール10はスリーブ型収容器16内に収容され、該収容器は、移動のための

複数の車輪を有するベース20に装着された垂直支持体18によって、高所に支持さ

れる。図２は、コンソール10およびスリーブ16の分解斜視図であり、該スリーブ

は視覚ディスプレー24、全体を26で示した手動コントロール、およびコンソール

上のトラックボールコントローラ28を露出させるように構成されている。走査ヘ

ッド12をコンソール10に接続するケーブル14は、コンソール10の中に差込まれる

アダプタ30を含んでいる。コネクタ30は、特定の用途のために設計された複数の

走査ヘッドの何れか一つを、コンソールとインターフェースさせることを可能に

する。

      【００１３】

  図２Ａの側面図に示すように、コンソール10がスリーブ16に挿入されると、コ

ンソール10のベース上にある電力コネクタ32は、スリーブのベース内の電力コネ

クタ34に嵌合され、これはコンソールを動作させるため、およびコンソール内の
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電池を充電するために、電力ケーブル36を通してコンソール10を電源に接続する

。同様に、コンソール10のベース内にあるコネクタ38は、スリーブ16のベース内

のコネクタ40と嵌合し、それにより、ビデオ信号のような処理された信号を、ケ

ーブル42を介して観察のための補助ディスプレーに接続することができる。この

コネクタは、例えばシリアルデータおよびイーサネット(登録商標)／USBを含む

入力／出力信号を提供することができる。スリーブ16は、超音波走査の前に患者

に塗布するためのゲルのような、補助供給物のための容器44を含んでいる。

      【００１４】

  図３を参照すると、好ましい実施例において、垂直支持体18は第一の部分48を

含んでおり、これは全体を52で示す連結器を介して第二の部分50と嵌合される。

連結器54はスリーブ16を第一の部分48に取付け、それによって、スリーブ16はハ

ンドル55によって種々の角度で傾斜させることができる。連結器52は、スリーブ

16および垂直支持体の上方部分48を水平面内で回転することを可能にし、それに

よって、連結器52および連結器54は、使用時にコンソール10を位置決めする際の

自在運動継手を可能にする。上部垂直支持体48は直径の小さい垂下部分56を含み

、これが下部垂直支持体50内に収容されることにより、上方部分48は親指ネジ58

によって高さが調節される。従って、親指ネジ58で垂下部材56を調節することに

より、スリーブ16およびコンソール10の高さを変えることができる。

      【００１５】

  図４を参照すると、コンソール10、スリーブ16、および垂直支持体の上方部分

48を、図１の移動可能なドッキングスタンドから取外して、第二の固定ベース62

に載置することができる。該ベース62は下部垂直支持体60を支持し、連結器52'

および親指ネジ58'は、上部垂直支持体48からの突起56を収容する。本発明のこ

の実施例は、例えば、デスク64上での使用に適している。

      【００１６】

  実施に際しては、特定の用途、例えば産婦人科検査、泌尿器科検査および前立

腺検査のために設計およびプログラムされた、特定の走査ヘッドを有するのが望

ましいことが多い。図５に示したように、複数の走査ヘッド12'、ケーブル14'お

よびコネクタ30'を収容するために、アーム60が垂直支持体18に取付けられる。
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更に、各走査ヘッドおよびコネクタは、モジュール10を全ての特定の用途につい

てプログラムする必要がないように、それに関連した特定の目的のソフトウエア

を含むことができる。例えば、ケーブル42を介してコンソール10からのビデオ信

号が接続されるレコーダ64または通信ユニットを支持するために、プラットホー

ム62を垂直支持体18に取付けることができる。加えて、オペレータが超音波画像

の大きい映像を得ることができるように、垂直支持体18へのアタッチメント68に

よって、平面パネルディスプレー66を支持させることができる。

      【００１７】

  図６は、モバイルスタンドのもう一つの実施例の組立て図であり、その主要な

特徴を示している。携帯走査ユニット101が、受容器アセンブリー102によって支

持されており、これは使用中に該装置を固定するためのポジティブロック機構を

含んでいる。走査ユニットの盗難を防止するために、固定ロックが加えられる。

なお、該ユニットの背面のトランスジューサコネクタが露出されると同様に、走

査ユニットのコントロールが露出されて、受容器アセンブリーによって支持され

ている間にスキャナーが完全に機能するのを可能にする。

      【００１８】

  トランスジューサ保持構造体103が受容器アセンブリーの両側に設けられて、

スタンド上でのトランスジューサの便利な収納を可能にする。追加の支持構造体

106が一方の側に設けられて、膣内トランスジューサのような長いトランスジュ

ーサを支持する。上記トランスジューサ保持構造体103には、トランスジューサ

を固定する軟質材料（例えばゴム）製のグリップが組み込まれている。

      【００１９】

  受容器アセンブリー102は傾斜および旋回ヘッド10上に装着されており、これ

は該アセンブリーおよびスキャナユニットの回転および傾斜を可能にする。受容

器アセンブリー102にはハンドル104が組み込まれており、これは該アセンブリー

の再位置決め、およびスタンド全体の移動を可能にする。該ハンドル104はまた

、超音波検査に使用される音響結合ゲルの標準8オンスボトルを、ハンドル開口

部内の当該部位に置くことができるように設計されている。

      【００２０】
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  全体の受容器アセンブリー102および傾斜／旋回機構107は、支持管108に装着

されており、これは管108を上下に移動させるペダル118に圧力を加えることによ

って昇降させることができる。ベースウイング109に装着されたガスピストンア

センブリーは、滑らかな制御された運動を可能にする。べエースウイング109は

また、音響結合ゲルの標準8オンスボトルを収納するのに適した凹部110、および

超音波トランスジューサに付随するコネクタを保持するのに適した凹部110を含

んでいる。また、ベースウイング109には、アクセサリー棚114を支持するための

装着トラックが組み込まれていいる。この図では、ビデオプリンタ112および頂

部カバー113を支持するアクセサリー棚114が示されている。ビデオレコーダ、画

像保管装置、および雑多なアクセサリーを含む種々の装置を支持するために、棚

を使用してもよい。

      【００２１】

  全体のアセンブリーは、少なくとも三つの車輪116が組み込まれたモバイルベ

ース115に装着される。これら車輪のうちの少なくとも二つは、スタンドの移動

を防止するために、この場合はロックレバーを介してロックすることができる。

      【００２２】

  床を移動するためのモバイルユニットとして、または机上に配置するための固

定ユニットとして、臨床環境での使用を促進する融通性に富んだモバイル超音波

診断機器およびドッキングスタンドを説明してきた。特定の実施例を参照して本

発明を説明してきたが、この説明は本発明を例示するものであり、本発明を制限

するものと解釈されるべきではない。例えば、ドッキングスタンドのための垂直

支持体は、説明したように垂直な上方部分を下方部分の内側に伸ばすことによっ

て、または下方部分の外側に取付けられたクランプで上方部分を支持することに

よって、垂直方向の可撓性ないし融通性を与え、使用することができる。従って

、特許請求の範囲によって決定される本発明の精神および範囲を逸脱することな

く、当業者は種々の変更および応用を着想することができるであろう。

【図面の簡単な説明】

    【図１】

  図１は、本発明の一実施例による超音波診断機器およびドッキングスタンドを
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示す斜視図である。

    【図２】

  図２は、診断機器のコンソールドッキングスタンドの各スリーブを示す分解斜

視図である。

    【図２Ａ】

  図２Ａは、スリーブの断面図であり、スリーブ内のコンソールを図示している

。

    【図３】

  図３は、ドッキングスタンドのスリーブおよび垂直支持体の万能運動接続を示

す斜視図である。

    【図４】

  図４は、例えばデスクで使用するための第二の垂直支持体の第二の部分と共に

、垂直支持体の第一の部分を示す分解斜視図である。

    【図５】

  図５は、本発明の実施例による、レコーダのための走査ヘッドおよびプラット

ホームのための支持アームを示す斜視図である。

    【図６】

  図６は、本発明のもう一つの実施例を示す斜視図である。
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【図１】



(14) 特表２００２－５４２８７０

【図２】

【図２Ａ】
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【図３】
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【図４】
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【図５】
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【図６】
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【手続補正書】

【提出日】平成１３年１１月２１日（２００１．１１．２１）

【手続補正１】

【補正対象書類名】図面

【補正対象項目名】全図

【補正方法】変更

【補正の内容】

【図１】
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【図２】
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【図２Ａ】
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【図３】
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【図４】
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【図５】
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【図６】
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【国際調査報告】
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